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研究分野：創傷治癒 
科研費の分科・細目： 
キーワード：創傷治癒、細胞増殖因子、急性創傷、慢性創傷、褥瘡、下腿潰瘍、熱傷 
 
１．研究計画の概要 
生理活性物質であるインテグリンの表皮細
胞増殖に関する研究 
 
２．研究の進捗状況 
急性創傷におけるある種のインテグリンの
発現は報告された 
 
３．現在までの達成度 
やや遅れている 
 
４．今後の研究の推進方策 
慢性創傷におけるインテグリンの発現は見
られないが、これが血流不足なのか、そのも
のがないのかの追求が必要である 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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